
富士フイルムホールディングス株式会社 2019年3月期 第1四半期決算について、説明さ
せていただきます。
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せていただきます。



2019年3月期 第1四半期決算について、ポイントを説明します。
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2019年3月期 第1四半期の業績は

売上・利益とも期⾸計画に対し順調に進捗しました。

前年同期⽐では、売上は横ばい、営業利益は増益となりました。

事業別の業績について、売上は、メディカルシステム、電⼦材料が引き続き伸⻑しました。
低採算のローエンドプリンタービジネスの縮⼩や仕⼊れ品の売上計上⽅法を変更したことなどによりド
キュメントが減収となりましたが、これらのドキュメントのマイナス影響を除くと、全体では増収となりまし
た。
また、営業利益は、メディカルシステム、電⼦材料、ドキュメントが大幅増益となりました。

特記事項としまして、
1月に発表したドキュメント事業における構造改革を順調に進めております。

6月には培地のリーディングカンパニーであるIrvine Scientific Sales Companyとアイエスジャパン
を連結子会社化いたしました。

また、本日開催された取締役会で、1,000億円の自己株式取得を決議いたしましたので、併せてお
知らせします。

尚、⽶国会計基準の変更に伴い、2019年3月期より退職給付費用のうち、勤務費用以外の費用
計上を営業費⽤から営業外収益・費⽤に変更しております。当基準の適⽤により、2018年3月期
の実績についても遡及して修正しています。



次に、詳細を説明します。
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2019年３⽉期 第１四半期売上高は、フォトイメージング事業、メディカルシステム事業、
電⼦材料事業などで売上を伸ばしたものの、低採算のローエンドプリンタービジネス縮⼩によるドキュメ
ント事業の売上減少などにより前年⽐1.2％減の5,649億円となりました。

営業利益は、メディカルシステム、電⼦材料、ドキュメントなどの各事業において収益性の改善を進め
たことにより、前年⽐8.2％増の369億円となりました。

税⾦等調整前四半期純利益は、昨年度、和光純薬⼯業の連結⼦会社化による和光株式の評
価益約200億円を計上していた影響により、前年⽐20.5％減の458億円、当社株主帰属四半
期純利益は、前年⽐35.3％減の283億円となりました。



続いて、セグメント別の状況について説明します。
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イメージング ソリューション部門の売上高は、

前年⽐3.5％増の879億円、

営業利益は、デジタルカメラの次世代プロセッサーやセンサーの研究開発のための先⾏投資な
どにより前年⽐2.2％減の122億円となりました。

ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部門の売上高は、

前年⽐2.6％増の2,359億円、

営業利益は、原材料のアルミ⾼騰などによるマイナス7億円の影響などにより

前年⽐2.2％減の181億円となりました。

同部門のうち、ヘルスケアの売上高は

前年⽐11.5％増の1,018億円、

営業利益は、前年から19億円改善し、8億円となりました。

ドキュメント ソリューション部門の売上高は、

低採算のローエンドプリンタービジネスを縮小した影響などにより

前年⽐6.0％減の2,411億円、

営業利益は前年⽐43.4％増の149億円となりました。



イメージング ソリューション部門について説明します。
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フォトイメージングでは、インスタントカメラ “チェキ” 、チェキフィルムなどのインスタントフォトシステ
ムの販売が好調に推移し、第1四半期におけるチェキの販売台数は175万台となりました。
2018年５⽉には、インスタントカメラ「instax SQUARE SQ6」を発売。シンプルでスタイリッ
シュなデザインや、スクエアフォーマットが好評で販売が増加しました。さらに、「WALL DÉCOR」
「フォトブック」などの付加価値プリントビジネスも伸⻑し、売上に貢献しました。

尚、チェキの年間販売台数目標を販売好調な欧⽶に加え、新興国での増販を⾒込み、発表
済みの900万台から1,000万台に上方修正します。

電子映像では、3月に発売したフラッグシップモデルの「FUJIFILM X-H1」に加え、6月にエン
トリーモデルの「FUJIFILM X-T100」を発売し、Xシリーズのラインアップを拡充。各種交換レン
ズの販売も堅調に推移し、売上が増加しました。他の追随を許さない最高級の色再現性など
の独⾃技術による圧倒的な描写⼒や、39種の豊富なレンズのラインアップがプロ写真家や写
真愛好家から高く評価されています。

光学デバイスでは、⾞載⽤などの各種産業⽤レンズの販売が堅調に推移しました。世界に先
駆けて発売した4K対応放送⽤レンズは⾼い描写⼒が評価されており、8機種の充実したライ
ンアップでシェアの拡大を図っていきます。

イメージング ソリューション部門は、各事業で販売が好調に推移し、売上が増加したものの、デ
ジタルカメラの次世代プロセッサーやセンサーの研究開発のための先⾏投資などにより、営業利
益は前年並みとなりました。



続いて、ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部門です。
ヘルスケアのうち、メディカルシステムは、体外診断(IVD)システムやX線画像診断、内視鏡などの分野で販売が好調
に推移しました。
医薬品は、抗インフルエンザウイルス薬「アビガン錠」を国家備蓄として供給したことにより、売上が増加しました。さらに、
診断薬と治療薬の新薬開発を加速させるため、富⼭化学⼯業を完全⼦会社化し、富⼠フイルムRIファーマと2018
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診断薬と治療薬の新薬開発を加速させるため、富⼭化学⼯業を完全⼦会社化し、富⼠フイルムRIファーマと2018
年10⽉に統合し、富⼠フイルム富⼭化学を設⽴することを決定しました。
バイオCDMOは、昨年より実施している設備増強も寄与し、動物培養細胞や微⽣物培養の製造受託が好調に推
移しました。
再⽣医療は、Irvine Scientific Sales Companyとアイエスジャパンを2018年6月に連結子会社化したことにより
売上が増加しました。
ライフサイエンスは、美白クリーム「アスタリフト ホワイト クリーム」やベースメイクの「アスタリフト BBクリーム」、「メタバリア」
シリーズを中心としたサプリメントなどの販売が好調に推移し、売上が増加しました。

⾼機能材料のうち、ディスプレイ材料は、WVフィルムが需要減の影響を受け、全体の売上は減少したものの、タッチパ
ネル分野での製品の販売は好調に推移しました。
産業機材は、 「エクスクリア」や「プレスケール」の販売が好調に推移しました。
電⼦材料は、フォトレジストやフォトリソ周辺材料の先端製品を中⼼に販売が好調に推移し、売上が増加しました。
半導体市場が拡⼤する中、幅広い製品ラインアップで市場成⻑率を上回る⾼い成⻑を実現しています。

ファインケミカルの売上は、前年並みに推移しました。

記録メディアは、⾼容量データストレージ⽤磁気テープの在庫調整などの影響で売上が減少しました。

グラフィックシステムでは、製版・刷版材料の総需要減により売上は減少しました。
インクジェットは、産業⽤インクジェットヘッドの販売がセラミックの分野を中⼼に好調に推移しました。これまで注⼒して
きた分野に加え、テキスタイルなど新たな領域へ独⾃の製品を展開し、事業を拡⼤していきます。

ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部門は、メディカルシステム事業や電⼦材料事業で売上を伸ばしたことにより増
収。営業利益は、原材料のアルミ⾼騰などによるマイナス7億円の影響などにより前年並みとなりました。



最後に、ドキュメント ソリューション部門について説明します。
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オフィスプロダクト＆プリンターのオフィスプロダクト分野では、中国市場向けに開発した小型複合機の販
売が好調だったことや、欧⽶向けの新商品の販売が堅調に推移し、全体の販売台数が対前年で増
加しました。オフィスプリンター分野では低採算のローエンドプリンタービジネスの縮小により、販売台数が
減少しました。

プロダクションサービスは、全体の販売台数は減少しましたが、カラー・オンデマンド・パブリッシング機「
Iridesse™ Production Press」の販売が日本、アジアに加えて欧米向けでも開始され、販売が好
調に推移しました。2018年5月に印刷技術を活用したコミュニケーションの変革にお客様とともに取り
組むオープンイノベーション拠点「Future Edge」を開設。印刷業務における生産性向上や働き方変
革を実証することで、売上拡大を目指します。

ソリューション＆サービスは、業種・業務別ソリューションの販売や既存のBPO(Business Process 
Outsourcing)契約の売上が堅調に推移しましたが、仕⼊れ商品に対する売上の計上⽅法を変更
した影響により、全体の売上は対前年で減少しました。今後は、新しい価値提供戦略「Smart 
Work Innovation」のもと、AI(人工知能)およびIoT、IoH技術を活用した新たなソリューション・
サービスの提供により、創造的な働き⽅への変⾰および企業競争⼒の強化を⽀援することで、事業を
拡大していきます。

ドキュメントソリューション部門は、売上高は、低採算のローエンドプリンタービジネスの縮小などにより減
収となりました。営業利益は、構造改革の効果や収益性の改善などにより、増益となりました。引き続
き、ソリューション＆サービス、プロダクションサービスなど成⻑領域の拡大に努めるとともに、構造改革を
完遂し、収益性を高めていきます。



次に、バランスシートについて説明します。
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2019年3月期6月末時点の資産合計は、

営業権の増加などにより、 2018年3月期末時点と比べ、151億円増の3兆5,080億円と
なりました。

負債は235億円減の1兆1,707億円、株主資本は388億円増の2兆1,179億円となりま
した。

流動⽐率は、3.6ポイント増の283.7％、負債⽐率は2.1ポイント減の55.3％、株主資本
⽐率は0.9ポイント増の60.4％となりました。



続いて、キャッシュ・フローについて説明します。
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営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少などにより、870億円の収入となりまし
た。

投資活動によるキャッシュ･フローは、Irvine Scientific Sales Companyとアイエスジャパ
ンの買収などにより、1,064億円の支出となりました。

この結果、フリー・キャッシュ・フローは、194億円の支出となりました。



次に、当社子会社の富士ゼロックスにおける構造改革について説明します。
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本年1月31日に発表しました富士ゼロックスの構造改革について、進捗をご報告いたします。

2019年3月期第1四半期の構造改革費用等一時費用は33億円となりました。

また、昨年から実施している構造改⾰の効果は10億円となりました。

本構造改⾰を確実に実⾏することで、コスト削減を実現し、市場の変化・競争に耐えうる収
益性・⽣産性を確保しつつ、新たな成⻑領域へ再投資し、持続的な成⻑を実現できる事業
基盤を確⽴します。

以上、2019年3月期第1四半期決算についてご説明いたしました。
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2019年3月期の連結業績予想ですが、2018年5月18⽇に発表しました予想からは変更
しておりません。
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しておりません。

第1四半期では、全社トータルで計画通りに進⾏しています。
第2四半期以降も通期業績予想達成に向けて、引き続き成⻑戦略を推進するとともに、さ
らなる拡販と収益性の改善を強⼒に進めていきます。

また、冒頭でご説明いたしましたが、本日開催の取締役会において、1,000億円の自己株
式取得を決議致しました。
2019年3⽉期の配当⾦は、対前年5円増配の80円を予定しております。

事業活動による利益目標の達成に加え、株主還元を強化してまいります。
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＜当スライドは配付資料です＞
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